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の
代
表
格
で
し
ょ
う
。

　

世
界
的
に
見
る
と
、
日
常
的
に
海
藻
を

食
す
る
国
は
日
本
や
韓
国
な
ど
、
ア
ジ
ア

の
一
部
だ
け
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
も
海
藻
を
使
っ
た

料
理
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
例
外
的
な

存
在
で
す
。

　

そ
う
し
た
海
外
の
例
と
比
べ
、
日
本
の

海
藻
食
は
歴
史
と
幅
の
広
さ
が
異
な
り
ま

す
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
早
く
も
海

藻
を
食
し
て
い
た
と
思
し
き
痕
跡
が
見
つ

か
る
ほ
か
、国
内
最
古
の
法
律
で
あ
る
「
大

宝
律
令
」（
７
０
１
年
）
に
は
ワ
カ
メ
や

ア
ラ
メ
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
、
税
と
し
て
納

め
ら
れ
て
い
た
８
種
類
の
海
藻
が
登
場
。

食
用
に
さ
れ
る
海
藻
は
全
国
で
１
０
０
種

類
を
超
す
と
い
わ
れ
、
ダ
シ
を
と
っ
た
り

（
昆
布
・
ワ
カ
メ
）、
み
そ
汁
の
具
に
し
た

り
（
ワ
カ
メ
）、
板
状
に
整
形
し
て
飯
を

巻
く
（
海
苔
）、
煮
物
に
使
う
（
ヒ
ジ
キ
）、

煮
出
し
て
寒
天
に
し
て
食
べ
る
（
テ
ン
グ

サ
）
…
…
と
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方

を
し
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
雑

誌
『N

ature

』
に
興
味
深
い
報
告
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
生
物
学
者
の

研
究
に
よ
る
と
、
海
藻
を
消
化
で
き
る
の

は
あ
る
特
殊
な
酵
素
の
働
き
に
よ
る
も
の

で
、
こ
の
酵
素
が
見
つ
か
る
の
は
唯
一
、

 　

和
食
で
は
一
般
的
な
存
在
な
の
に
、
日

本
を
離
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
機
会

が
な
い
―
。
そ
ん
な
食
材
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
さ
し
づ
め
「
海
藻
」
は
そ

日
本
人
の
腸
内
に
棲
む
あ
る
細
菌
の
中
だ

け
な
の
だ
と
か
。
そ
の
た
め
日
本
人
は
海

藻
を
食
し
て
も
無
事
な
の
に
対
し
、
細
菌

を
持
た
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
海
藻
を

大
量
に
食
す
と
下
痢
や
腹
痛
を
起
す
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昆
布
の
話
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

な
の
が
、「
旨
味
」
の
話
題
で
す
。

　

海
藻
の
な
か
で
も
昆
布
は
、
旨
味
成
分

で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
と
り
わ
け
多
く

含
み
ま
す
。
古
く
は
平
安
時
代
や
そ
れ
以

前
か
ら
、
朝
廷
な
ど
で
は
献
上
さ
れ
た
昆

布
を
仏
事
や
神
事
に
用
い
た
ほ
か
、
料
理

に
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

精
進
料
理
が
普
及
し
た
鎌
倉
時
代
に
な

る
と
昆
布
は
武
家
の
食
卓
に
も
広
ま
り
、

室
町
時
代
に
は
昆
布
を
運
ぶ
船
が
北
海
道

と
の
間
を
盛
ん
に
行
き
交
い
ま
し
た
。
庶

民
の
口
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の

頃
か
ら
で
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船
に
よ

り
大
量
の
昆
布
が
大
阪
や
江
戸
へ
運
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
昆
布
」
の
名
は
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
の
昆
布
は
今

も
北
海
道
産
が
90
％
を
占
め
、
羅
臼
・
利

尻
・
日
高
の
ほ
か
、
真
昆
布
、
長
昆
布
、

厚
葉
昆
布
、
細
布
昆
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

料
理
の
適
性
が
微
妙
に
異
な
り
、
例
え
ば

海
藻
を
食
べる

数
少
な
い
民
族

昆
布
～
旨
味
の
主
役
と

し
て
数
百
年
の
つ
き
あ
い 

　海藻と海草。混同して使われる場
合もありますが、両者は別ものです。
　昆布やワカメ、ヒジキなど、私た
ちが食するものはすべて海藻。分類
学的には、海に棲む大型の藻類で
す。対する「海草」は陸上の植物
と同様、根や茎、葉などの構造を
持ち、花を咲かせて種子で増える植
物で、海ではジュゴンの餌として知
られるアマモなど、ごく少数しかあり
ません。

海藻と海草

～四季を楽しみ、健康を作る食生活、その神髄は 
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ダ
シ
昆
布
に
よ
い
の
は
羅
臼
昆
布
・
利
尻

昆
布
・
真
昆
布
、
昆
布
巻
・
お
で
ん
に
は

日
高
昆
布
・
長
昆
布
と
い
っ
た
具
合
に
使

い
分
け
ま
す
。

　
『
万
葉
集
』
な
ど
に
も
登
場
す
る
ワ
カ

メ
は
、
日
本
人
に
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た

海
藻
で
す
。
食
べ
方
は
昆
布
よ
り
も
多
彩

で
、
み
そ
汁
の
具
や
酢
の
物
、
サ
ラ
ダ
の

ほ
か
、
メ
カ
ブ
を
叩
い
て
粘
り
を
出
し
て

生
食
し
た
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
天
ぷ
ら

や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
た
り
し
ま
す
。
栄

養
面
で
は
、
食
物
繊
維
の
ほ
か
、
ア
ル
ギ

ン
酸
、
フ
コ
イ
ダ
ン
な
ど
を
含
み
、
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
た
り
、
動
脈

硬
化
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た
ワ
カ
メ
で

す
が
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
ほ
ど
の
間

に
、
消
費
は
４
倍
強
に
急
増
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
養
殖
わ
か
め
の
登
場
で
生
産
量
が

増
え
た
こ
と
に
加
え
、
加
工
技
術
の
面
で

従
来
の
干
し
ワ
カ
メ
以
外
に
生
の
塩
蔵
ワ

カ
メ
・
乾
燥
カ
ッ
ト
ワ
カ
メ
な
ど
の
新
技

術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
、
低
カ
ロ
リ
ー
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
、

ワ
カ
メ
ス
ー
プ
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁

な
ど
の
加
工
食
品
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
等
、

い
く
つ
も
の
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
。

ワ
カ
メ
～
世
界
中
で
警
戒

さ
れ
る
侵
略
的
外
来
種
？  

　今、世界的に見ると、ワカメは
好ましい話ばかりではありません。
ニュージーランドやオーストラリア、
ヨーロッパでは、貨物船等のバラス
トとして日本周辺で注水した海水に
ワカメの遊走子が含まれ、それが海
外で放出された結果、各地でワカメ
が大繁殖し、在来種を圧迫する侵
略的外来生物として問題化。「侵略
的外来種のワースト100」にもリスト
アップされているほどなのです。

侵略的外来種？ 

　物質としてのグルタミン酸は1866 年、ドイツの化学
者により発見されました。そして1908 年には、日本の
池田菊苗博士により旨味物質であることが確認され、甘
味・塩味・酸味・苦味に続く５番目の基本味であると
発表されます。ヨーロッパでは「旨味」の存在に懐疑
的な声も少なくありませんでしたが、2002 年に舌の表
面などでグルタミン酸に反応する受容体が発見され、一
躍、注目を集めました。

旨味の歴史

本誌で掲載してほしい健康に関わるテーマ、
当財団ヘのご要望などございましたら、

メール、FAX等にてお寄せいただければ幸いです。

一般財団法人 日本健康増進財団
⃝
⃝

⃝

⃝
⃝
⃝

三木一正
鈴木賢二／森崎伊久磨／森　誠
堂地浩行／森山博美／枡田喜文
阿部　悟／岡本庸子
〒 150-0013
東京都渋谷区恵比寿一丁目 24 番 4 号
恵比寿ハートビル 
03-5420-8011（代表）
03-5420-8039
jhpf@e-kenkou21.or.jp

発 行 人
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胸部デジタル ･レントゲン車をさらに整備
プライバシーマークの認証が更新されました

2018年 7月　第39号

いきいき健康だより

日本宝くじ協会の 29 年度助成事業により、当
財団に胸部デジタル･レントゲン車が納車されまし

た。これにより当財団は、胸部･胃部併用デジタル ･
レントゲン車２台（ともに日本宝くじ協会の助成）、胸
部デジタル ･レントゲン車４台（うち 1 台が同協会助成）
の充実した体制で巡回健診を行ってまいります。同協
会の事業に感謝いたしますとともに、今後さらに充
実した健診の実施をお約束させていただきます。
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シアトル

眼
底
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
を

促
進
す
る
要
因
は
何
か

―
一
般
財
団
法
人
日
本
健
康
増
進
財
団 

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェロ
ー　

行
方
　
令

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第５回

一般財団法人
日本健康増進財団
リサーチ・フェロー

行方　令
（なめかた　つかさ）

1966年	 �新潟大学教育学部卒業、同年東京大学大学院健康教育
学科に移り、双生児集団による中高校生の身体発育と体力
について遺伝的及び環境要因を研究。

1971年	 �米国イリノイ大学に留学、1974 年にPh.D.を取得、同大
公衆衛生学部で環境疫学研究を担当。

1980年	 �シアトル市バテル記念研究所に移り、疫学研究を担当。
1983年	 �米国疫学学術院より上席研究フェローとして認定される。
1985年	 �東京大学医学部保健学科疫学教室より保健学博士を取得。
1989 年	 �米国ワシントン州ワシントン大学公衆衛生学部臨床准教授

兼任。
1989 年～ 2016 年

㈶パシフィック・リム疾病予防センターデレクターに就任し、
日系人の健診と疫学調査を推進する。
現在、日本健康増進財団のリサーチ・フェロー。

　
前
回
は
、
大
動
脈
の
動
脈

硬
化
が
ど
の
よ
う
な
個
人
特

性
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
要
因

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か
を
お
話
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
同
じ
遺
伝
子
を

持
つ
日
本
人
と
日
系
人
に
お

い
て
、
細
動
脈
の
動
脈
硬
化

の
頻
度
に
違
い
が
あ
る
の
か
、

動
脈
硬
化
の
促
進
因
子
と
い

わ
れ
る
糖
代
謝
異
常
や
高
血

圧
な
ど
の
合
併
が
ど
の
程
度

の
違
い
を
生
む
の
か
な
ど
に

つ
い
て
の
研
究
成
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
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大
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
大
動
脈
脈
波
速
度
（pulse 

w
ave velocity, 

略
し
て
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
に
よ
っ
て
推
定

で
き
ま
す
が
、
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
無
散
瞳
眼
底

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
網
膜
の
写
真
を
撮
り
、
細
動
脈
と

細
静
脈
に
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
眼

底
の
血
管
の
変
化
を
具
体
的
に
基
準
を
作
成
し
て
検

査
方
法
を
確
立
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
眼
科
医
ハ

ロ
ル
ド
・
シ
ャ
イ
エ
博
士
で
、
そ
れ
を
１
９
５
３
年

２
月
学
術
誌
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
欧

米
諸
国
に
比
べ
て
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
が
格
段
に
高

い
こ
と
か
ら
シ
ャ
イ
エ
分
類
を
日
本
循
環
器
管
理

研
究
協
議
会
が
脳
卒
中
を
予
防
す
る
手
段
と
し
て
、

１
９
６
０
年
代
の
後
半
に
取
り
入
れ
、
集
団
検
診
で

眼
底
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ヤ

ノ
ン
社
は
無
散
瞳
眼
底
カ
メ
ラ
を
開
発
し
、
私
達
が

眼
底
写
真
を
迅
速
に
撮
れ
る
よ
う
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
世
界
中
で
眼
底
検
査
を
集
団
検
診
で
実
施
し

て
い
る
国
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
期
的

な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

受
診
者
の
眼
底
写
真
を
熟
練
さ
れ
た
医
師
が
観
察

し
、
シ
ャ
イ
エ
分
類
に
従
っ
て
、
細
動
脈
に
異
常
が

な
い
か
ど
う
か
を
グ
レ
ー
ド
０
（
正
常
）、
グ
レ
ー

ド
Ｉ
（
軽
度
の
動
脈
硬
化
）
～

ＩＶ
（
重
度
の
動
脈
硬

化
）
と
し
て
判
定
し
ま
す
。
診
断
は
高
血
圧
性
変
化

（
Ｈ
所
見
）
と
動
脈
硬
化
性
変
化
（
Ｓ
所
見
）
の
二

通
り
あ
り
、
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
図
１
は
、
正
常
の
眼
底
写
真
と
細
動
脈

変
化
が
み
ら
れ
る
例
を
示
し
ま
す
。
こ
う
し
た
眼
底

細
動
脈
変
化
が
あ
る
人
は
将
来
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
過
去
の
研
究
で
報

告
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
日
本
で
は
、
健
診
で
眼

底
検
査
を
実
施
し
て
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に
力
を
入

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
眼
底
検
査
の
診
断
基
準
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
（https://w

w
w.jpm

1960.org/exam
/

exam
01/exam

09.htm
l

）。

　

対
象
は
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
男
性
６
５
０
名
と
日

本
人
男
性
３
、８
３
３
名
で
す
。
シ
ャ
イ
エ
分
類
で

グ
レ
ー
ド
II
以
上
を
細
動
脈
変
化
が
異
常
に
進
ん
で

い
る
者
（
以
下
、
異
常
者
と
す
る
）
と
し
、
グ
レ
ー

1日
本
で
の

眼
底
検
査
導
入
の
背
景

図１　眼底写真の観察例（日本健康増進財団荒井親雄医師提供）

Hemorrhage（bleeding）in The Retina

グレードⅢの高血圧性変化（高

度口径不同）やグレードⅣの

動脈硬化性変化（銀線動脈と

いわれる動脈硬化が進行し細

動脈が白く見える）その他眼

科所見（出血、視神経乳頭辺

縁部出血）が見られる。

眼底写真観察例　右眼

2眼
底
検
査
の
診
断
基
準 

3統
計
解
析
方
法

正常眼底（左目）

眼底写真観察例

乳頭

動脈 静脈

黄斑

鼻側 耳側

右眼

Arterial Crossing in GradeⅡ
　グレードⅡ.　交叉現象

Hemorrhage or Bleeding　グレードⅢ .　網膜出血

Arterial Reflex in GradeⅡ
　グレードⅡ.　動脈壁反射
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ド
Ｉ
以
下
の
者
を
正
常
者
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
異
常

者
の
年
齢
別
頻
度
を
両
集
団
間
で
比
較
し
、
果
た
し

て
遺
伝
的
背
景
を
日
本
人
と
同
じ
く
す
る
日
系
人
の

細
動
脈
変
化
の
異
常
者
の
率
が
日
本
人
と
異
な
る
の

か
ど
う
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
要
因
が
細
動
脈
の
変
化
に
影

響
し
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
、
正
常
者
を
０
、
異

常
者
を
１
と
す
る
二
項
変
数
に
し
て
、
そ
れ
を
従
属

変
数
と
し
ま
し
た
。
説
明
変
数（
独
立
変
数
）は
年
齢
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
高
血
圧
（
収
縮
期
血
圧≧

１
６
０m

m
H

g

ま
た
は
拡
張
期
血
圧≧
１
０
０m

m
H

g

）、
動
脈
硬

化
指
標
の
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
率
、

糖
代
謝
異
常
、
飲
酒
習
慣
、
喫
煙
習
慣
と
し
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

図
２
は
、
眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
者
の
出
現
率

を
年
齢
別
に
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
男
性
と
都
市
部
日

本
人
男
性
と
の
間
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
両
集
団

と
も
加
齢
と
共
に
そ
の
異
常
者
出
現
率
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
60
歳
を
越
す
と
日
本
人
が
日
系
人

よ
り
も
高
く
な
り
、
70
歳
以
上
で
は
日
本
人
の
率

は
１
、０
０
０
人
に
対
し
て
２
８
５
・
７
、
日
系
人
は

１
７
１・
７
を
示
し
、
日
本
人
の
率
が
格
段
に
高
い

こ
と
が
明
白
で
す
。
全
体
で
比
較
す
る
際
に
は
、
ど

ち
ら
か
の
集
団
で
60
歳
以
上
の
男
性
が
多
い
と
異
常

者
出
現
率
が
高
く
な
り
、
２
集
団
を
比
較
し
て
も
高

齢
者
が
多
い
た
め
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
両
集
団
の
年
齢
構
成
が
同
じ

に
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
、
両
集
団
の
異
常
者
出
現

率
を
算
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、年
齢
を
調
整
（
訂

4結
果

正
）
し
た
上
で
の
率
は
日
系
人
男
性
が
１
、０
０
０

人
に
対
し
28
・
５
で
あ
る
の
に
比
べ
、
日
本
人
男
性

は
45
・
４
を
示
し
、
全
体
的
に
見
て
日
本
人
が
日
系

人
よ
り
１・６
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図２　シアトル日系人男性と都市部日本人男性における眼底細動脈変化異常者の
　　　出現率（1,000 人対）の比較

（注）全年齢を含む総数の率はシアトル日系人人口を基に年齢訂正をした。

　

図
３
は
、
眼
底
細
動
脈
変
化
に
関
連
す
る
要
因
を

オ
ッ
ズ
比
で
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
図
に
載
せ

た
要
因
以
外
に
飲
酒
習
慣
と
喫
煙
習
慣
も
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
加
え
た
の
で
す
が
、
統
計
的

に
有
意
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
図
に
は
示
し
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
分
析
方
法
で
は
、
各
要
因
ご
と
に
基

準
群
（
対
照
群
）
の
オ
ッ
ズ
比
を
１・
０
と
し
て
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
群
の
オ
ッ
ズ
比
を

比
較
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
指
標
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ

Ｌ
―
Ｃ
４・５
未
満
の
オ
ッ
ズ
比
を
１・０
と
す
る
と
、

Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
４・５
以
上
で
は
日
本
人
男
性
の

オ
ッ
ズ
比
が
１・
２
と
な
り
、
有
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、日
系
人
男
性
は
２・５
と
な
り
、有
意
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
日
系
人
男
性
で
は
眼
底
細
動
脈
変
化
の

異
常
と
な
る
リ
ス
ク
が
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
４・５
未

満
に
比
べ
て
４・
５
以
上
で
は
２・
５
倍
に
な
る
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
同
様
に
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明

で
き
ま
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

健
常
者
に
比
べ
て
糖
代
謝
異
常
者
は
日
本
人

男
性
で
４・
２
倍
、
日
系
人
男
性
で
４・
０
倍

で
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

正
常
血
圧
者
に
比
べ
て
高
血
圧
者
は
日
本
人

で
３・９
倍
、
日
系
人
で
９・２
倍
で
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

年
齢
60
歳
未
満
に
比
べ
て
60
歳
以
上
の
者
は

日
本
人
で
３・３
倍
、
日
系
人
で
５
倍
で
す
。

◦�

生
活
習
慣
要
因
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
飲
酒
習
慣
、

喫
煙
習
慣
は
有
意
に
至
ら
ず
、
眼
底
細
動
脈

変
化
と
の
関
連
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 日系人男性　　　■ 日本人男性
300

250

200

150

100

50

0
全年齢70 ～60 ～ 6950 ～ 5940 ～ 49＜40

0.0 4.0 0.0 2.5

37.0 37.6 42.3
67.1

171.7

285.7

28.5
45.4
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昔
か
ら
日
本
人
は
血
圧
が
高
い
か
ら
脳
卒
中
に
な

る
人
が
多
い
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
我
々
の

デ
ー
タ
で
は
日
本
人
男
性
の
収
縮
期
血
圧
の
平
均

は
１
３
０・
４ m

m
H

g

、
日
系
人
男
性
は
１
３
２・
４ 

m
m

H
g 

と
な
り
、
む
し
ろ
日
系
人
男
性
の
方
が
多
少

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
脳
血
管
疾
患
の
リ

ス
ク
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
重
大
な
リ
ス
ク

要
因
が
存
在
す
る
こ
と
を
日
系
人
と
日
本
人
と
の
比

較
が
示
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
に
お
け

る
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
が
ア
メ
リ
カ
人
に
比
べ
て
男

性
で
２・
７
倍
、
女
性
で
１・
９
倍
も
高
い
と
い
う
事

実
を
あ
る
程
度
説
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
（『
い
き

い
き
健
康
だ
よ
り
』
第
35
号
〔
２
０
１
７
年
夏
号
〕

の
拙
者
執
筆
第
１
回
を
参
照
）。
日
本
人
の
細
動
脈

（
脳
動
脈
を
含
め
る
）
は
欧
米
に
比
べ
、
動
脈
硬
化

が
60
歳
を
過
ぎ
る
と
進
行
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
脳

出
血
や
脳
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
日
本
人
で
あ
る
か
ら
と

い
う
わ
け
で
な
く
、
食
生
活
習
慣
や
他
の
生
活
要
因

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
の
仮
説
と
し
て
日

本
人
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
日
系
人
を

含
む
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
少
な
く
、
日
本
人
の
細
動
脈

血
管
壁
を
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
弱
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
追
究
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

眼
底
細
動
脈
変
化
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
日
系

人
男
性
と
日
本
人
男
性
の
両
方
で
有
意
と
な
っ
た
要

因
が
加
齢
（
60
歳
以
上
に
な
る
こ
と
）、
高
血
圧
や

糖
代
謝
異
常
で
あ
り
、
若
い
時
か
ら
血
圧
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
血
糖
値
を
１
０
０
㎎
／
dL
以
下
に
抑

え
て
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
こ
と
が
細
動
脈
の
動
脈
硬

化
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
予
防
し
、
ま
た
虚
血
性

心
疾
患
を
も
予
防
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1.	Harold G. Scheie: Evaluation of ophthalmoscopic 
changes of hypertension and arteriolar sclerosis. 
A.M.A.Archives of Ophthalmology, 1953; 49:117-138.

2.	T. Namekata, D. Hughes, C. Arai, D. Moore, K. Suzuki, 
M. Mori, S. Hatano, C. Hayashi, M. Hasegawa, R. 
Knopp. Arteriolar sclerotic or hypertensive changes 
in the retinal artery and atherosclerotic risk factors 
in Japanese Americans and native Japanese. Paper 
presented at the 14th International Scientific Meeting 
of the International Epidemiological Association in 
Nagoya, Japan, Aug.27-30, 1996.

5結
語

図３　日系人及び日本人男性における眼底細動脈変化のリスクを推定するオッズ比

（注）図中の日本人男性 TC/HDL-C 以外の要因は全て p<0.001 で有意。
　　  飲酒習慣と喫煙習慣も解析に含めたが有意に至らなかった。

1.2TC/HDL-C：4.5 未満 対 4.5 以上

健常者 対 糖代謝異常者

正常血圧 対 高血圧

年齢 60 歳未満 対 60 歳以上

オッズ比 1197531

2.5

4.2
4.0

3.9
9.2

3.3
5.0

■ 日本人男性　　 ■ 日系人男性



か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
は
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
頃
に
渡

来
し
ま
し
た
。
当
初
は
「
盆
山
」「
鉢
木
」

と
呼
ば
れ
て
武
家
の
間
で
広
ま
っ
た
よ
う
で
、

能
に
は
〝
冬
の
寒
夜
、
貧
し
い
武
士
が
旅
の

僧
侶
を
温
め
る
た
め
鉢
植
え
の
木
を
燃
や
し

た
〟
と
い
う
筋
書
き
の
演
目
「
鉢
木
」
が
あ

り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
農
民･

町
民
か
ら
将

軍
家
に
ま
で
、
ツ
ツ
ジ
や
万
年
青
な
ど
の
鉢

物
園
芸
が
大
流
行
。
自
分
の
鉢
を
鑑
定
し

て
も
ら
う
品
評
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、
麻
紐

で
樹
形
を
整
え
る
な
ど
今
の
盆
栽
に
近
い
育

て
方
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
ま
で
盆
栽
は
粋
で
高
尚
な
趣

味
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
戦
後
は

一
転
、
手
間
や
年
月
が
か
か
る
と
敬
遠
さ
れ
、

「
年
配
の
趣
味
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

盆
栽
に
興
味
が
出
た
ら
、
ま
ず
は
数
を
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
見
る
目
は
自
然
と
養
わ

れ
ま
す
。

　

観
賞
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
下
か
ら
見
て
い
く

こ
と
」。
初
心
者
は
枝
ぶ
り
な
ど
上
か
ら
目

を
運
び
ま
す
が
、
盆
栽
は
俗
に
「
一
に
根
張

り
、
二
に
立
ち
上
が
り
」
と
い
わ
れ
、
根
方

に
近
い
部
分
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
盆
栽
と
聞
く
と
す
ぐ
イ
メ
ー

ジ
の
浮
か
ぶ
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
例
え
ば
盆
栽
と
鉢
物
園
芸
で
は
ど
こ
が

ど
う
違
う
の
か
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　

盆
栽
は
、
草
木
を
育
て
愛
で
る
と
い
う

面
で
は
園
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
共
通
で
す
。

た
だ
し
盆
栽
の
場
合
、
観
賞
す
る
の
は
個
々

の
草
木
や
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盆
栽
は
、

植
木
鉢
の
小
さ
な
ス
ペー
ス
の
中
に
小
さ
な

樹
を
植
え
、
大
自
然
に
生
え
る
巨
木
か
の
よ

う
な
枝
ぶ
り
や
幹
の
質
感
を
作
り
上
げ
、
自

然
を
模
し
た
景
観
を
生
み
出
す
技
で
す
。
観

賞
の
対
象
は
一
本
一
本
の
草
木
で
は
な
く

景
観
全
体
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
そ
こ

に
こ
め
ら
れ
た
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
・
美
学

で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
盆
栽
が
作

る
の
は
、
自
然
の
美
し
さ
で
は
な
く
、「
人

工
的
に
作
ら
れ
た
自
然
の
美
」
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

盆
栽
は
、中
国
が
発
祥
で
す
。
中
国
で
は
、

唐
の
時
代
に
は
す
で
に
鉢
で
草
木
を
育
て
る

「
盆
景
」
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
一
説
に
は

盆
栽
の
起
源
は
約
２
５
０
０
年
前
に
ま
で
さ

魅
力
の
カ
ギ
は

「
人
工
的
」に
作
る

「
自
然
」の
美

歴 
史

　漫画「サザエさん」の磯野波平の
趣味の一つが、盆栽。波平さんに限
らず、昭和のドラマでは「年配」「堅物」
の役柄は趣味が盆栽というのが定番
でした。今は時代が違います。流行
の和モダンの住まいに黒松の鉢が置
かれていたり、海外でもBonsai の語
が通じるようになりました。

　漫画「サザエさん」の磯野波平の
趣味の一つが、盆栽。波平さんに限
らず、昭和のドラマでは「年配」「堅物」
の役柄は趣味が盆栽というのが定番
でした。今は時代が違います。流行
の和モダンの住まいに黒松の鉢が置
かれていたり、海外でも Bonsai の語
が通じるようになりました。

観
賞
の
ポ
イ
ン
ト

～「
目
利
き
」を
気
取
る

　
着
眼
点
は

8

大人のこだわり充実ライフ



　
�

ひ
と
口
に
い
え
ば
、
根
の
張
り
方
。
土
の

表
面
に
現
れ
た
根
の
姿
や
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、

盆
栽
全
体
の
印

象
を
左
右
し
ま

す
。
土
を
つ
か

む
よ
う
に
周
囲

に
ま
ん
べ
ん
な

く
根
を
張
る

姿
（
八
方
根
張

り
）
が
よ
い
と

さ
れ
ま
す
。

　

根
元
か
ら
幹
に
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
最

初
の
枝
ま
で
の
部
分
で
す
。
く
び
れ
が
少
な

く
太
い
幹
が
垂
直
に一
直
線
に
伸
び
た
形（
直

幹
）
が
理
想
と
さ
れ
ま
す
が
、傾
い
た
り
（
斜

幹
）
左
右
に
曲
が
っ
た
り
（
模
様
木
）
と
表

情
の
あ
る
姿
も
好
ま
れ
ま
す
。

　

幹
か
ら
伸
び
る
枝
の
姿
で
、
盆
栽
の
輪
郭

を
形
づ
く
り
ま
す
。
大
き
な
枝
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
さ
れ
、
忌
み
枝
の
な
い
こ
と
が
よ

い
盆
栽
の
条
件
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

実
際
に
盆
栽
を
始
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

盆
栽
の
増
や
し
方
は
、
大
き
く
「
実
生
」

「
挿
木
」「
接
木
」「
取
木
」
の
４
通
り
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
知
識
や
時
間
が
必

要
で
す
。
最
初
は
幼
木
を
買
っ
て
始
め
る
の

が
現
実
的
で
し
ょ
う
。

　

盆
栽
は
ど
ん
な
樹
木
で
も
で
き
ま
す
が
、

初
心
者
が
育
て
や
す
い
の
は
「
五
葉
松
」「
黒

松
」「
紅
葉
」「
真シ

ン

柏パ
ク

」「
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」「
紅

紫
檀
」「
梅
」
な
ど
。
ま
た
、
松
や
真
柏
な

ど
は
総
称
し
て
「
松
柏
類
」、
実
を
鑑
賞
す

る
柿
・
花
梨
・
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
を
「
実
物
」、

花
を
鑑
賞
す
る
梅
・
桜
・
ボ
ケ
は
「
花
物
」、

新
芽
や
紅
葉
、
落
葉
後
の
姿
な
ど
を
楽
し

む
紅
葉･

竹
・
欅
は
「
葉
物
」
と
呼
び
ま
す
。

　

好
み
の
樹
木
が
手
に
入
り
、
鉢
へ
植
え
付

け
が
終
わ
っ
た
ら
、
適
度
な
水
分
・
日
光（
種

類
に
よ
り
異
な
る
）
を
与
え
、
育
て
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
盆
栽
は
、
本
来
は
大
き
く
育
つ

は
ず
の
植
物
を
小
さ
な
鉢
で
育
て
る
も
の
で

す
か
ら
、
剪
定
は
不
可
欠
で
す
。
剪
定
は
、

葉
や
枝
が
つ
き
す
ぎ
た
部
分
や
真
上
・
真
下

に
伸
び
る
枝
、
交
差
す
る
枝
を
除
い
て
す
っ

き
り
さ
せ
ま
す
。

　

植
え
付
け
か
ら
半
年
～
１
年
し
て
樹
木
が

安
定
し
た
ら
、
樹
の
姿
に
表
情
を
つ
け
る
作

業
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
樹
の
姿
を
変
え
る
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
あ
り
ま
す
。
基
本
中

の
基
本
で
あ
る
剪
定
の
ほ
か
、
針
金
で
形
を

根張り

盆
栽
を
育
て
る

　盆栽は様式美で縛るものではなく、自由な美意識に従って作
るのが本来の形です。しかし草木は生き物、人の意思のとおり
に育ってくれるとは限りません。そこで迫力ある姿を作りやすい
樹形とそれをどう育てるか、基本的な経験則が整理されました。

代表的な樹形

黒松 五葉松

花物（サツキ）紅葉

枝

打

ち

立
ち
上
が
り

根

張

り

変
え
る
、傾
け
て
植
え
て「
曲
が
り
」を
作
る
、

根
に
は
さ
み
を
入
れ
て
根
の
張
り
具
合
を
変

え
る
、
土
の
表
面
に
苔
を
張
る
な
ど
、
徐
々

に
覚
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
漫
然

と
行
な
う
の
で
は
だ
め
。
選
ん
だ
樹
木
を
活

か
し
て
ど
ん
な
景
観
を
作
り
た
い
の
か
、
ま

ず
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

実生  種から育てる

挿木  枝を土にさし根を生やさせ
て樹に育てる

接木  土台の木に別の木をくっつ
き合わせ、新しい樹に育てる

取木  盆栽の姿が悪い場合、よい
部分のみ幹から切り取り、
挿木のように土にさして根
を出させて樹に育てる

盆栽作りの最初の一手 

模様木 懸　崖

直　幹 斜　幹 吹流し
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本
誌
４
月
号
で
は
、
今
後
の
お
話
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
、
目
の
構
造
か
ら
生
理
、
機
能
お
よ
び
主
な
疾
患
を
広
く

浅
く
お
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
読
者
の
皆
様
の
関
心
の
高
い
白
内
障
、
緑
内
障
、
網

膜
剥
離
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
白
内
障
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
お
話
し
ま
す
。
今
で
こ
そ
、我
が
国
に
お
い
て
、

白
内
障
は
治
療
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
失
明
と
い
う

観
点
か
ら
怖
い
疾
患
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
展
途

上
国
で
は
、
今
な
お
失
明
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
わ
が

国
で
も
医
療
過
疎
地
の
人
々
、
高
齢
や
全
身
疾
患
、
と
く
に
免
疫

の
低
下
を
き
た
す
重
症
糖
尿
病
や
心
疾
患
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
て
い
る
患
者
さ
ん
な
ど
で
は
、
治
療
進
歩
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

な
い
人
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。
昨
今
の
高
齢
化
社
会
で
は
、
家
族

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
本
人
の
希
望
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
も
う
高
齢
だ
か
ら
、
後
は
家
族
が
面
倒
を
見
る
の
で
手

術
し
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
逆
に
見
え
な
い
た
め
、
食

事
・
ト
イ
レ
・
お
風
呂
・
外
出
な
ど
世
話
が
大
変
な
の
で
、
本
人

の
意
思
に
関
係
な
く
手
術
を
希
望
す
る
ご
家
族
も
い
ま
す
。
後
者

と
似
た
ケ
ー
ス
に
は
、
患
者
さ
ん
が
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
場
合

で
す
。
意
思
の
疎
通
が
あ
る
程
度
あ
れ
ば
局
所
麻
酔
で
、
疎
通
が

な
く
全
身
状
態
に
問
題
が
な
け
れ
ば
全
身
麻
酔
で
手
術
を
行
う

と
い
う
選
択
も
あ
り
ま
す
。
術
後
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
認
知

症
が
軽
減
し
た
ケ
ー
ス
も
時
々
経
験
し
ま
す
。
我
々
眼
科
医
と
し

て
、一
昔
前
は
開
眼
手
術
と
し
て
大
変
感
謝
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
感
動
を
、
白
内
障
で
視
力
障
害
を
患
っ
て
い
る
高
齢
患

者
さ
ん
に
あ
ま
ね
く
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
高
い
余
生

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
だ
け
で
す
。

　
本
稿
で
は
、
皆
様
が
日
常
生
活
の
な
か
で
、
白
内
障
に
ま
つ
わ

る
症
状
や
病
気
に
対
し
て
の
心
配
や
疑
問
に
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

―東邦大学医学部名誉教授・日本眼科学会専門医　杤久保 哲男

白内障
みなさまの健康のために

第２回

は
じ
め
に
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白
内
障
と
は
、
水
晶
体
と
呼
ば
れ
る
本

来
透
明
で
精
巧
な
生
体
の
凸
レ
ン
ズ
に
濁

り
が
認
め
ら
れ
る
状
態
の
総
称
で
す
。
生

れ
つ
き
認
め
ら
れ
る
先
天
性
白
内
障
と
、

生
後
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
水
晶
体
に
濁

り
が
生
じ
て
く
る
後
天
性
白
内
障
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

前
者
に
は
濁
り
が
進
ま
な
い
タ
イ
プ
と

進
む
タ
イ
プ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
妊
娠
の

ご
く
早
期
に
水
晶
体
が
発
生
形
成
さ
れ
る

過
程
（
胎
生
２
～
７
週
）
で
形
成
ミ
ス
が

生
じ
て
濁
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
進
ま
な

い
タ
イ
プ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
濁
り
の
部
位

（
核
、
皮
質
、
層
間
、
縫
合
部
な
ど
）
が
あ

り
、
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
進
む
タ
イ

プ
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
風
疹
症

候
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
妊
娠
ご
く
早

期
の
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
子
宮
内
感
染

が
原
因
で
す
し
、
そ
の
他
ぶ
ど
う
膜
炎
の

合
併
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
将
来
視
機
能

発
達
に
障
害
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

全
身
合
併
症
も
知
ら
れ
て
お
り
、
妊
娠
の

継
続
の
可
否
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、
染
色
体
異
常
で
起
こ
る
ダ
ウ
ン
症
候

群
に
併
発
す
る
白
内
障
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
両
眼
性
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
、
形
態
覚
遮
断
弱
視
に
な
ら
な

い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
手
術
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

後
天
性
白
内
障
に
は
、加
齢
白
内
障
（
図

１
）
を
筆
頭
に
、糖
尿
病
や
テ
タ
ニ
ー
（
何

ら
か
の
原
因
で
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
が
下
が
り
、
筋
肉
が
疼
痛
性
、
硬
直
性

の
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
状
態
）
に
見
ら
れ

る
代
謝
性
、
ア
ト
ピ
ー
に
見
ら
れ
る
皮
膚

原
性
ま
た
は
外
傷
性
、
臓
器
移
植
後
に
使

用
さ
れ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
精
神
疾
患
で

の
フ
ィ
ノ
チ
ア
ジ
ン
（
向
精
神
薬
）
な
ど

に
よ
る
薬
物
性
、
そ
の
他
落
雷
に
よ
る
電

撃
白
内
障
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
の
症
状
に
は
、
水
晶
体
の
濁
り

の
程
度
に
よ
り
、
何
と
な
く
霞
ん
で
見
え

た
り
（
霧
視
）、光
が
眩
し
く
感
じ
た
り
（
羞

明
）、遠
く
が
見
に
く
く
な
る（
視
力
低
下
）、

も
の
が
ダ
ブ
っ
て
見
え
た
り
（
複
視
）、
さ

ら
に
濁
り
が
進
め
ば
遠
く
だ
け
で
な
く
近

く
も
見
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自

覚
症
状
は
、濁
り
に
よ
る
光
の
散
乱
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
、
濁
り
の
原
因
は
主
に

整
然
と
配
列
し
て
い
る
は
ず
の
水
晶
体
線

維
の
乱
れ
と
水
晶
体
蛋
白
の
変
性
に
よ
る

構
造
色
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

濁
り
の
部
位
が
瞳
に
か
か
る
と
、
屋
内

に
比
べ
屋
外
の
見
え
方
が
極
端
に
悪
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
昼
盲
）。
昼
盲
は
、

核
白
内
障
（
加
齢
、
高
度
近
視
、
硝
子
体

手
術
に
よ
る
無
硝
子
体
眼
な
ど
）
や
、
前

嚢
下
（
ア
ト
ピ
ー
や
壮
年
に
見
ら
れ
る
皮

膚
原
性
）
ま
た
は
後
嚢
下
混
濁
（
ス
テ
ロ

イ
ド
白
内
障
や
糖
尿
病
、
加
齢
な
ど
）
の

場
合
に
生
じ
ま
す
。

　

白
内
障
を
診
断
す
る
に
は
、
水
晶
体
・

硝
子
体
・
視
神
経
・
網
膜
脈
絡
膜
（
図
２
）

を
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
り
、

瞳
を
薬
で
開
い
て
（
散
瞳
）
検
査
し
ま
す
。

散
瞳
す
る
こ
と
で
水
晶
体
の
全
体
像
が
把

握
で
き
、
濁
り
の
部
位
、
程
度
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
細
隙
灯
カ
メ
ラ
（
図
３
）
で

記
録
し
ま
す
。
細
隙
灯
顕
微
鏡
を
用
い
れ

杤久保 哲男
（とちくぼ　てつお）
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略　歴

白
内
障
と
は
？

1

白
内
障
の
症
状
は
？

2 図 1  加齢白内障（程度分類）
初発 未熟

成熟 過熟

検
査
お
よ
び

診
断
は
？

3
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見
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
そ
の
他
、
網
膜
変

性
の
有
無
や
硝
子
体
の
変
化
を
調
べ
ま
す
。

濁
り
が
強
く
眼
底
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い

と
き
は
、超
音
波
診
断
装
置（Echography

）

を
用
い
、
網
膜
剥
離
や
硝
子
体
混
濁
の
有

無
も
調
べ
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
濁
り
を
軽
減
し
、
消
失
さ

せ
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
点
眼
薬
の
根
拠

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
白
内
障
水
晶
体
で

還
元
型
グ
ル
タ
チ
オ
ン
や
ア
ス
コ
ル
ビ
ン

酸
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
を
補
充
す
る
薬
と
し
て
、
ま
た
ク
リ

ス
タ
リ
ン
（
水
晶
体
に
存
在
す
る
タ
ン
パ

ク
質
の
一
種
）
が
不
透
明
な
蛋
白
に
変
わ

る
の
を
阻
止
す
る
も
の
と
し
て
製
剤
化
さ

れ
た
点
眼
液
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

不
幸
に
し
て
濁
り
が
進
行
し
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
、
本
人
の
希
望
が
あ
れ

ば
、
白
内
障
の
手
術
を
行
い
、
視
機
能
の

回
復
を
図
り
ま
す
。

　

原
因
が
明
ら
か
な
併
発
性
白
内
障
は
、

原
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
進
行
を
予
防

し
ま
す
。
加
齢
白
内
障
に
つ
い
て
は
、
昔

か
ら
膨
大
な
研
究
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

未
だ
明
確
な
原
因
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、

文
字
ど
お
り
加
齢
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

ば
、
診
断
は
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

濁
り
の
程
度
に
比
べ
、
視
力
が
悪
い
場

合
は
光
干
渉
断
層
計
（optical coherence 

tom
ography

：
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
を
用
い
て
、
黄

斑
部
の
断
層
像
を
観
察
し
、
視
力
低
下
所

は
明
ら
か
で
、
加
齢
を
治
す
薬
が
で
き
れ

ば
、
あ
る
い
は
予
防
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

一
昔
前
は
、
水
晶
体
摘
出
に
は
角
膜

を
弁
状
に
大
き
く
切
開
す
る
嚢
外
法

（extracapsular cataract extraction 

：
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｅ
）の
他
、ペ
ン
シ
ル
型
ク
ラ
イ
オ

チ
ッ
プ
で
被
膜
ご
と
全
摘
出
す
る
嚢
内
法

（intracapsular cataract extraction 

：
Ｉ

Ｃ
Ｃ
Ｅ
）
が
主
流
で
し
た
（
図
４
）。
昭
和

62
年
頃
か
ら
Ｉ
Ｏ
Ｌ
挿
入
が
本
格
化
し
、

確
実
に
嚢
内
固
定
を
す
る
た
め
、
約
５
㎜

径
の
円
形
に
前
嚢
切
開
を
す
る
計
画
的
嚢

外
法
（planned ECCE 

：
Ｐ
｜
Ｅ
Ｃ
Ｃ

Ｅ
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
角
膜
切
開
が
３

㎜
程
度
の
小
さ
な
切
開
で
可
能
な
手
術
法

（phacoem
ulsification and aspiration 

：

Ｐ
Ｅ
Ａ)

が
導
入
さ
れ
（
図
５
）、
さ
ら
に

超
音
波
機
器
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
も
、

ま
た
術
者
の
技
術
面
で
も
改
良
さ
れ
、
急

速
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｌ
も
、
当
初
は
素
材
が
固
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
（polym

ethyl 
m

ethacrylate

）
の
光
学
径
６㎜
の
大
き
さ

が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
水
晶
体
摘
出

が
３㎜
程
度
の
小
さ
な
切
開
で
済
む
の
に
、

みなさまの健康のために

白
内
障
の
治
療
は
？

4

図 3  細隙灯カメラ
　　  （加齢白内障、核白内障） 

図 4  弁状摘出術（上段、ICCE; 冷凍法、下段、P-ECCE）

図 5  超音波乳化吸引術（PEA）

図 2  水晶体 (crystalline lens) の構造

硝子体

チン小帯

水晶体

前嚢
皮質
核
後嚢

⑴ 

薬
物
療
法

⑵ 

手
術
療
法
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な
メ
ガ
ネ
装
用
に
よ
る
像
の
大
き
さ
の
違

い
と
視
野
が
狭
い
こ
と
、そ
れ
に
分
厚
い
メ

ガ
ネ
に
よ
る
容
姿
の
悪
さ
が
問
題
で
し
た
。

　

白
内
障
手
術
の
適
応
に
関
し
て
も
、
Ｐ

Ｅ
Ａ
と
Ｉ
Ｏ
Ｌ
の
導
入
に
よ
っ
て
大
き
く

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
主

に
成
熟
白
内
障
へ
の
適
応
で
し
た
が
、
Ｐ

Ｅ
Ａ
で
は
進
行
し
た
白
内
障
、
と
く
に
水

晶
体
核
が
固
く
茶
褐
色
に
濁
っ
て
い
る
場

合
、
乳
化
吸
引
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を

要
す
る
の
で
合
併
症（
角
膜
内
皮
の
ダ
メ
ー

ジ
や
後
嚢
破
損
な
ど
）
が
多
く
な
る
た
め
、

熟
練
者
以
外
は
で
き
れ
ば
Ｐ
Ｅ
Ａ
を
避
け

る
べ
き
で
、
角
膜
を
大
き
く
切
開
し
摘
出

す
る
Ｐ
｜
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
を
選
択
す
べ
き
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ａ
は
軟
ら
か
い
核
の
ほ
う
が
適
応
も

よ
く
、
視
力
が
あ
る
程
度
よ
く
て
も
本
人

の
希
望
が
あ
れ
ば
手
術
が
可
能
で
す
。

　

白
内
障
手
術
の
合
併
症
は
、
術
中
、
術

後
早
期
、
後
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

術
中
合
併
症
に
は
、
起
こ
る
と
最
も
厄

介
な
後
嚢
破
損
が
あ
り
ま
す
。
破
損
が
起

こ
る
と
、
粉
砕
途
中
の
核
片
や
皮
質
が
硝

子
体
腔
に
落
下
す
る
こ
と
も
多
く
、
硝
子

体
手
術
に
変
換
し
て
そ
れ
ら
を
除
去
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
チ
ン
小
帯（
水

晶
体
を
毛
様
体
に
連
結
さ
せ
て
い
る
微
細

な
線
維
）
が
弱
い
と
、
術
中
断
裂
す
る
こ

と
も
あ
り
、
二
次
的
に
Ｉ
Ｏ
Ｌ
を
毛
様
溝

に
縫
着
固
定
あ
る
い
は
強
膜
固
定
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｏ
Ｌ
を
挿
入
す
る
た
め
切
開
を
７
㎜
に

広
げ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ

の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
し
た
の
は
、
軟
ら
か

で
し
か
も
形
状
記
憶
の
あ
る
素
材
ソ
フ
ト

ア
ク
リ
ル
と
シ
リ
コ
ン
製
Ｉ
Ｏ
Ｌ
の
出
現

で
す
（
図
６
）。
こ
れ
ら
日
進
月
歩
の
技
術

革
新
に
よ
っ
て
、
小
切
開
自
己
閉
鎖
無
縫

合
白
内
障
手
術
が
完
成
普
及
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
術
後
安
静
も
１
～
２
時
間
で

済
み
、
早
期
離
床
日
帰
り
手
術
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、視
力
の
回
復
も
早
く
、

傷
口
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
仕
事
復
帰
も
早

く
な
り
ま
し
た
。
水
晶
体
摘
出
に
よ
る
最

大
の
合
併
症
は
強
度
の
遠
視
に
な
る
こ
と

で
す
。以
前
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ（
Ｃ
Ｌ
）

や
メ
ガ
ネ
で
術
後
矯
正
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｃ
Ｌ
装
着
の
煩
わ
し
さ
や
屈
折
度
の
大
き

　

術
後
早
期
の
合
併
症
に
は
眼
内
炎
が
あ

り
ま
す
。
強
毒
な
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
、
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
や
腸
球
菌
な
ど
に
よ
る
細
菌
感
染

の
場
合
、
最
悪
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
術
後
、
必
ず
一
週
間
は
注
意
し
て

経
過
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万

が
一
、
眼
内
炎
の
兆
候
が
あ
れ
ば
迅
速
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
帰
り

手
術
の
場
合
、
経
過
観
察
の
点
で
問
題
に

な
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

晩
期
の
合
併
症
で
は
、
昔
か
ら
知
ら
れ

て
い
る
も
の
に
後
発
白
内
障
（
図
７
）
が

あ
り
ま
す
。
原
因
は
、
残
さ
れ
た
増
殖
帯

の
水
晶
体
上
皮
細
胞
が
術
後
も
絶
え
ず
水

晶
体
線
維
を
増
生
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｌ
後
面
と
後

嚢
と
の
密
着
が
弱
い
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ

の
部
分
か
ら
線
維
が
後
嚢
に
遊
走
し
混
濁

し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
後
発
白
内
障
は
、

ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
で
後
嚢
切
開
す
れ
ば
視
力

は
回
復
し
ま
す
。
白
内
障
手
術
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
非
常
に
単
純
化
さ
れ
、
完

成
度
の
高
い
手
術
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高

い
Ｑ
Ｏ
Ｖ
（Quality of V

ision

）
を
提
供

す
る
の
に
努
力
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
白
内
障
手
術
の
究
極
の
目
的

で
あ
る
、
調
節
力
の
あ
る
水
晶
体
再
建
を

目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
乱
視
矯
正
用
の
ト
ー
リ
ッ
ク
Ｉ
Ｏ

Ｌ
や
遠
近
両
用
の
多
焦
点
Ｉ
Ｏ
Ｌ
な
ど
付

加
価
値
の
付
い
た
Ｉ
Ｏ
Ｌ
も
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
よ
く
外
来
で
経
験
す
る
気

に
な
る
こ
と
で
す
が
、
白
内
障
手
術
は

非
常
に
簡
単
で
短
時
間
で
終
わ
る
手
術

と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
恐
ら
く
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
の

影
響
が
あ
る
た
め
と
思
い
ま
す
。
確
か

に
前
述
し
た
よ
う
に
、
白
内
障
手
術
は

非
常
に
単
純
化
さ
れ
た
完
成
度
の
高
い

手
術
で
す
が
、
そ
れ
を
順
当
に
こ
な
す

技
量
と
経
験
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手

術
の
合
併
症
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
ま
し

た
が
、
単
純
化
さ
れ
た
手
術
だ
か
ら
こ

そ
、
一
旦
合
併
症
が
起
こ
れ
ば
、
時
に

重
篤
な
結
果
を
招
く
こ
と
も
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
た
う
え
で
手
術
を
受
け

る
べ
き
だ
し
、
術
者
も
常
に
最
善
を
尽

く
す
心
構
え
を
も
っ
て
手
術
に
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

図 6  軟らかい眼内レンズ（foldable IOL）挿入、
　　　左―専用鑷子、
　　　右―専用カートリッジにて

図 7  後発白内障
膜状混濁

液状混濁（まれ）

⑶ 

合
併
症
は
？
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14

～
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
に
よ
る

　
日
本
宝
く
じ
協
会
の
平
成
29
年
度
助
成

事
業
に
よ
っ
て
、
平
成
30
年
2
月
21
日
、
胸

部
デ
ジ
タ
ル･

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
納
車
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
当
法
人
は
胸
部･

胃
部
併
用
デ
ジ

タ
ル･

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
２
台(

日
本
宝
く
じ
協
会
の

助
成
）、
胸
部
デ
ジ
タ
ル･

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
４
台
（
う

ち
1
台
が
日
本
宝
く
じ
協
会
に
よ
る
助
成
）
で
巡
回

健
診
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
実
施
体

制
の
充
実
が
図
れ
ま
し
た
。

  

デ
ジ
タ
ル･

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
を
さ
ら
に
配
備

し
た
こ
と
に
よ
り
限
界
の
あ
る
間
接
撮
影
が
な
く
な

り
、
フ
ィ
ル
ム
故
の
ミ
ス
に
よ
る
再
撮
影
が
防
げ
、

高
画
質
化
に
よ
る
読
影
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
画
像
の
頻
回
な
提
供
要
請
へ
の
対
応
が
よ

り
速
や
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
が
ん
や
胃
が
ん

を
初
め
と
す
る
多
く
の
肺
疾
患
、
胃
疾
患
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
実
現
に
よ
り
近
づ
い
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
様
の
健
康
管
理
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

胸
部
デ
ジ
タ
ル･

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を
さ
ら
に
整
備

　宝くじは都道府県・指定都市が発売元となり、その収益金を住民の
生活向上に役立つ施策の財源としています。当財団が受けた日本宝く
じ協会の助成事業は、私どものような公益法人等が行う社会福祉や安
全安心などに寄与する事業を助成して公益事業を推進し、自治宝くじの公益性を広報
するものです。本法人としてもあらためて感謝申しあげます。
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当財団の健康診断・人間ドックに関する
お問い合わせは右記へご連絡ください

03-5420-8011
jhpf@e-kenkou21.or.jp（一財）日本健康増進財団 メール

☎

　
当
財
団
も
健
診
機
関
と
し
て
、
お
預
か
り
し
て

い
る
「
個
人
情
報
」（
健
診
結
果
等
）
の
保
護
に

は
最
善
の
努
力
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
２
０
１
３
年
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認

証
を
取
得
し
、
今
回
、
そ
の
２
回
目
の
更
新
を
迎

え
ま
し
た
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
証
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
で
、
個
人
情
報
が
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る

施
設
と
し
て
さ
ら
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

個
人
情
報
保
護
を
始
め
と
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
は
さ
ら
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安
心

な
健
診
機
関
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
高
度
に

発
達
し
た
情
報
社
会
で
、
個
人
情
報
の
有
効
活
用
と

そ
の
保
護
を
目
的
と
し
て
お
り
、
２
０
０
５
年
４
月

１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
後
、
２
０
１
６
年
12
月
９

日
に
は
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
業
者
は
こ
の
法
律
に
適
合
し
、
個
人
情
報

保
護
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
、
経
済
産
業

省
の
外
郭
団
体･

日
本
情
報
経
済

社
会
推
進
協
会（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）

が
行
う
認
証
制
度
が｢

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク｣
で
す
。
個
人
情
報
保

護
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト･

シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
、適
切
な
シ

ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
Ｐ
ｌａｎ
⬇
Ｄｏ
⬇
Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
⬇
Ａｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）
サ
イ
ク
ル
が
正
し
く
運
用

さ
れ
て
い
る
か
、
第
三
者
機
関
に
よ
っ
て
書
類
と
現

地
監
査
が
厳
重
に
審
査
さ
れ
、
基
準
を
明
確
に
充
た

さ
な
け
れ
ば
認
証
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

健
診
機
関
は
個
人
の
健
康
情
報
と
い
う
高
度
に
機

微
な
情
報
を
正
し
く
扱
い
、
受
診
者
や
医
療
保
険
者

が
安
全
で
有
効
に
健
診
デ
ー
タ
等
を
活
用
す
る
に

は
、適
切
な
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
不
可
欠
で
す
。

本
法
人
で
は
２
０
１
３
年
４
月
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
認
証
は
、
一
度
取
得
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な

く
、
２
年
に
１
回
再
審
査
を
受
け
、
更
新
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
更
新
審
査
は
、
技
術
の
進
歩

や
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
改
訂
さ
れ
た
最
新
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ
１
５
０
０
１
に

則
っ
て
行
わ
れ
、毎
回
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
ま
す
。

今
回
、
本
法
人
は
２
回
目
の
更
新
を
受
け
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
が
適
切
に
運
用
さ
れ
、
個
人
情
報
保
護
に
適
切
に

取
り
組
め
て
い
る
施
設
と
し
て
、
２
０
１
７
年
４
月

９
日
に
改
め
て
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
」

と
は
…
…

当
財
団
は

２
０
１
３
年
に
認
証
取
得


